
意見発表要項
１．日時　　９月７日（日）　　
２．会場　　サンエールかごしま
３．目的
この大会の趣旨に即し、地域青年が日常生活において体験し、見聞し、思索研究して得たみずからの意見を発表することを目的とする。
４．テーマ
「鹿児島県青年大会にふさわしく、かつ青年の意識、生活、活動を基調として課題を設定すること。社会的な関わりや、実践活動の中で、自分が一番燃えていること、不満や不安をこう解決したいと思って努力していることなど、自由なテーマでの発表とする。」
＜テーマの例＞
① 青年と労働、女性の抱える悩みや問題、恋愛・結婚・家族、過疎や農林漁業の問題、子どもたちとの関わりや教育に関する提言、環境問題など、地域社会の抱える身近なテーマ。
② 平和、人権など、地域から日本社会全体までを視野としてとらえたテーマ。
③ 国際的なボランティアや国際交流、また地域の外国人との関わりなど、個人や組織がどの様考え、どの様な取り組みをしていくのか国際的な視野を持ったテーマ。
④ 地域社会にとって、青年活動がどの様な役割を果たしていくのかに視点を絞ったテーマ。
⑤ 青年活動においての仲間づくりや組織づくりに視点を置いたテーマ。
５．発表時間
１人８分以上１０分以内とする（４００字詰め原稿用紙７～８枚程度）。別に質疑応答３分以内。
① 発表時間は厳守すること。
② 質疑時間は３分で、審査員の質問を優先する。時間に余裕がある場合、一般から発表内容についての質問を受け付ける。
③８分で予鈴（チン）を鳴らし、２分後本鈴（チンチン）を鳴らす。
６．発表順序
主催者にて定める。
① 発表順序の変更は原則として認めない。
② 順番が来ても会場に来ていない時には棄権とみなすので注意すること。
７．掲示物
発表のための必要な掲示物の大きさは原則として１２０㎝×１５０㎝以内とする（その他、補助機材としてプロジェクター（パソコン）、スライド、ビデオ等の視聴覚機材の使用もできる）。
＜資料＞
① 掲示場所に限りがあるので、掲示の方法を考えておくこと。
② 掲示資料および視聴覚機材等を使用する場合は事前に大会事務局に連絡すること。
③ 掲示、撤去については当該市町村で手伝うこと。
④ 発表時、資料を有効に使うよう気をつけること。
８．参加資格
（１）昭和５４年４月１日以降に出生した者。

（２）平成２６年からひきつづき該当市町村団に所属する者。
（３）地域で活動する青年を参加対象とする。
（４）出場する選手が２名の場合に学生及びオーバーエイジ枠の参加を１名認める。ただし、この人数は学生及びオーバーエイジ枠を合わせた人数となっていることを注意すること。
（５）２００９(平成２１)年１０月１日～２０１４(平成２６)年９月３０日において、国内外で職業競技者(演技者・技術者)としての活動実績を有する者は大会に参加できない。
（６）過去において、次に掲げる大会に出場した者は参加できない。
（ア）ＮＨＫ青年の主張全国コンクール全国中央大会
（イ）ＮＨＫ青春メッセージ全国中央大会
（７）無資格の発表者が発見された場合、当該発表者を失格とする。
９．大会申し込み

　発表原稿（写）５部を大会申し込み書と同時に提出すること。なお、原稿（写）は返却しない。
１０．諸注意
　リハーサルには出場者がなるべく出席すること。
１１．審査基準
審査に当っては、発表内容について７０％、発表態度３０％として採点するので、話し方、発声、資料の使い方等にも気をつけること。
・日常生活の体験に基づいているかどうか。
・青年の正義感に基づいているかどうか。
・男女共同の社会観に基づいているかどうか。
・青年が、地域社会、仕事、教育の場でぶつかってきた課題にどのように向き合い、対処したかが表現されているか。
・自分自身で勉強をし、研究をし、発表しているかどうか。又、内容の具体性があるかどうか。
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